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善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
齊
藤
隆
信
は
じ
め
に
こ
こ
で
い
う
「
還
帰
」
と
は
、
善
導
が
し
ば
し
ば
用
い
る
表
現
で
あ
り
、「
往
生
」
に
代
替
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
劫
に
わ
た
っ
て
輪
廻
の
境
涯
に
身
を
没
し
て
き
た
凡
夫
は
、
こ
の
た
び
仏
縁
に
よ
っ
て
仏
名
を
称
え
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
の
往
生
を
約
束
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
善
導
は
一
方
で
こ
れ
を
認
め
な
が
ら
も
、
も
う
一
方
で
「
還
帰
」（
か
え
る
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
「
は
じ
め
て
の
往
生
」
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
善
導
に
よ
る
礼
讃
儀
礼
の
俗
文
学
的
な
性
格
の
一
端
を
示
す
と
と
も
に
、
と
く
に
還
帰
の
表
現
が
散
文
で
は
な
く
、
讃
の
中
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
と
思
う１
）
。
一
、
還
帰
往
生
の
用
例
善
導
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
「
楷
定
古
今
」
を
宣
言
し
、
浄
土
教
人
師
の
中
で
称
名
の
一
行
を
も
っ
て
浄
土
往
生
の
正
因
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
実
践
体
系
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
縦
に
は
「
万
年
三
宝
滅
此
経
住
百
年
爾
時
聞
一
念
皆
当
得
生
彼２
）
」
と
述
べ
、
横
に
は
「
定
為
凡
夫
、
不
為
聖
人３
）
」
と
述
べ
た
よ
善
導
は
浄
土
に
「
往
」
き
「
生
」
ま
れ
る
こ
と
を
、
し
ば
し
ば
「
還
帰
」
（
か
え
る
）
と
言
い
か
え
る
。『
観
経
疏
』
散
善
義
で
、「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
規
定
さ
れ
る
末
代
の
凡
夫
は
、
仏
縁
に
値
遇
し
て
は
じ
め
て
浄
土
に
往
く
と
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
な
ぜ
還
帰
る
と
表
現
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
善
導
の
著
作
中
か
ら
用
例
を
あ
げ
、
列
祖
の
解
釈
を
確
認
し
、
中
華
の
詩
文
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
最
終
的
に
「
還
帰
」
を
使
用
す
る
妥
当
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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う
に
、
縦
（
時
間
）
の
救
済
と
横
（
空
間
）
の
救
済
を
開
い
た
。
更
に
は
「
上
尽
一
形
、
下
至
十
声
一
声
等４
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
念
仏
の
数
量
に
幅
を
も
た
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
横
に
も
縦
に
も
通
じ
る
道
こ
そ
、
時
代
と
機
根
を
超
越
し
た
普
遍
的
な
二
尊
（
釈
迦
牟
尼
仏
と
阿
弥
陀
仏
）
の
教
え
、
即
ち
往
生
浄
土
の
開
示
で
あ
っ
た
。
浄
土
と
は
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
清
浄
厳
飾
な
世
界
、
そ
し
て
往
生
と
は
そ
の
世
界
に
往
き
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
此
土
の
現
実
に
眼
を
や
れ
ば
末
法
、
凡
夫
と
い
う
時
代
的
、
機
根
的
な
制
約
を
受
け
て
い
る
一
切
衆
生
が
、
彼
土
の
未
来
へ
と
一
念
の
間
に
十
万
億
刹
土
と
い
う
時
間
的
空
間
的
な
制
約
を
超
え
て
阿
弥
陀
仏
の
懐
に
入
り
浄
土
の
住
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
浄
土
と
か
往
生
と
い
う
こ
と
を
極
め
て
端
的
に
い
う
と
、
い
ま
述
べ
た
と
お
り
、
清
浄
厳
飾
な
弥
陀
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
世
界
に
往
き
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
ば
を
善
導
は
し
ば
し
ば
別
な
表
記
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
浄
土
を
「
本
国
」「
本
家
」「
自
家
国
」
と
し
た
り
、
往
生
を
「
還
」「
帰
」「
還
帰
」
と
い
う
よ
う
に
。
ま
た
両
者
を
つ
ら
ね
て
「
還
本
国
」
「
帰
本
国
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
内
容
か
ら
、
浄
土
で
あ
り
往
生
で
あ
り
往
生
浄
土
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
は
す
ま
な
い
問
題
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
仏
縁
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
浄
土
に
「
往ゆ
」
く
は
ず
が
、
な
ぜ
「
還か
帰え
」
る
と
さ
れ
る
の
か
、
善
導
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
寡
聞
な
が
ら
、
善
導
に
先
立
つ
浄
土
教
に
お
い
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な
「
還
」
や
「
帰
」
を
用
い
る
前
例
は
皆
無
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
善
導
が
五
部
九
巻
の
中
で
初
め
て
こ
う
し
た
表
記
を
と
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。
「
還
・
帰
・
還
帰
」
の
表
記
を
と
る
も
の
は
、『
観
念
法
門
』
を
除
く
著
作
中
に
十
一
例
見
ら
れ５
）
、
そ
の
う
ち
十
例
が
讃
（
韻
文
を
含
む
）
の
中
に
お
い
て
現
れ
る
。
そ
の
讃
に
あ
る
十
の
「
還か
帰え
」
る
を
中
心
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
近
年
真
宗
で
は
、
親
鸞
の
用
例
を
め
ぐ
っ
て
さ
か
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が６
）
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
善
導
の
用
例
を
、
詩
文
学
（
典
故
と
韻
律
）
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
な
お
、
往
生
と
い
う
語
彙
を
還
、
帰
、
還
帰
で
代
用
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
一
括
し
て
「
還
帰
往
生
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
こ
こ
に
五
部
九
巻
中
の
還
帰
往
生
を
示
唆
す
る
十
一
の
文
を
す
べ
て
挙
げ
る
。
な
お
押
韻
し
て
い
る
は
、
必
要
な
場
合
の
み
『
広
韻
』（
陳
彭
年
、
一
〇
〇
八
年
成
立
）
の
韻
目
を
示
し
た
。
『
観
経
疏
』（
順
に
『
浄
全
』
二
・
三
八
下
、
五
四
上
）
①
帰
去
来
魔
郷
不
可
停
曠
劫
来
流
転
六
道
尽
皆
経
到
処
無
余
楽
唯
聞
愁
歎
声
②
帰
去
来
極
楽
安
身
実
是
精
正
念
西
帰
華
含
想
見
仏
荘
厳
説
法
声
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
七
一
下
）
③
宝
池
宝
岸
宝
金
沙
（
平
声
麻
韻
）
宝
渠
宝
葉
宝
蓮
華
（
平
声
麻
韻
）
十
二
由
旬
皆
正
等
宝
羅
宝
網
宝
欄
遮
（
平
声
麻
韻７
）
）
徳
水
分
流
尋
宝
樹
聞
波
楽
証
恬
（
入
声
韻
）
寄
言
有
縁
同
行
者
努
力
翻
迷
還
本
家
（
平
声
麻
韻
）
『
般
舟
讃
』
（
順
に
『
浄
全
』
四
・
五
三
四
下
、
五
三
六
上
、
五
四
二
下
、
五
四
五
上
）
二
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
④
念
念
相
纒
入
悪
道
分
身
受
報
不
相
知
或
在
猪
羊
六
畜
内
被
毛
戴
角
何
時
了
慶
得
人
身
聞
要
法
頓
捨
他
郷
帰
本
国
父
子
相
見
非
常
喜
菩
薩
声
聞
亦
復
然
⑤
十
方
如
来
舒
舌
証
定
判
九
品
得
還
帰
父
子
相
迎
入
大
会
即
問
六
道
苦
辛
事
⑥
想
一
蓮
華
百
宝
葉
丈
六
化
仏
坐
華
台
身
雖
大
小
能
除
障
観
音
勢
至
等
同
然
四
種
威
儀
常
自
策
命
尽
須
帰
自
然
自
然
即
是
弥
陀
国
究
竟
常
安
無
退
時
⑦
化
仏
菩
薩
尋
聲
到
我
故
持
華
迎
汝
来
行
者
見
仏
光
明
喜
即
坐
七
宝
蓮
華
上
従
仏
須
還
宝
国
到
即
直
入
宝
池
中
七
七
華
開
得
見
仏
観
音
大
勢
慈
光
照
『
法
事
讃
』（
順
に
『
浄
全
』
四
・
十
八
下
、
二
三
上
、
二
九
上
、
三
一
下
）
⑧
道
場
清
浄
希
難
見
弥
陀
浄
土
甚
難
聞
（
平
声
文
韻
）
難
聞
難
見
今
得
会
如
説
修
行
専
意
専
（
平
声
仙
韻
）
願
仏
慈
悲
遙
摂
受
臨
終
宝
座
現
其
前
（
平
声
先
韻
）
既
見
華
台
心
踊
躍
従
仏
逍
遙
帰
自
然
（
平
声
仙
韻
）
自
然
即
是
弥
陀
国
⑨
北
方
諸
仏
如
恒
沙
皆
舒
舌
相
証
牟
尼
（
平
声
脂
韻
）
為
我
凡
夫
来
出
世
随
縁
説
法
応
時
機
（
平
声
微
韻
）
時
機
相
感
聞
即
悟
如
説
修
行
不
致
疑
（
平
声
之
韻
）
七
日
称
名
無
間
雑
身
心
踊
躍
喜
還
悲
（
平
声
脂
韻
）
慶
得
希
聞
自
家
国
諸
仏
証
判
得
還
帰
（
平
声
微
韻
）
去
來
他
郷
不
可
停
従
仏
帰
家
還
本
国
一
切
行
願
自
然
成
衆
等
各
各
生
浄
土
又
願
、
修
羅
息
戦
諍
、
餓
鬼
除
飢
虚
、
地
獄
与
畜
生
、
倶
時
得
解
脱
、
竪
通
三
界
、
横
括
九
居
、
莫
不
等
出
娑
婆
、
同
帰
於
浄
土
。
こ
の
十
一
の
用
例
の
う
ち
、
ま
ず
『
観
経
疏
』
の
二
例
は
、
東
晋
の
田
園
詩
人
陶
淵
明
（
三
六
五
〜
四
二
七
）
の
「
帰
去
来
」
を
典
拠
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
『
往
生
礼
讃
』
の
一
例
は
、
最
終
第
八
句
の
下
三
字
に
「
還
本
家
」
を
用
い
て
い
る
。
前
後
の
文
の
状
況
か
ら
娑
婆
の
凡
夫
が
浄
土
と
い
う
本
来
の
住
居
に
還
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
詩
と
し
て
余
韻
を
残
す
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
こ
の
は
第
六
句
を
除
い
て
、
第
一
・
二
・
四
・
八
句
が
平
声
麻
韻
で
押
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
「
本
家
」
を
用
い
る
こ
と
で
押
韻
す
る
讃
に
し
た
て
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
平
仄
配
置
（
二
四
不
同
・
二
六
対
）
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
各
讃
は
礼
讃
詩
、
す
な
わ
ち
詩
文
学
作
品
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。「
本
家
」
と
措
辞
す
れ
ば
、「
往
」
よ
り
は
む
し
ろ
、「
還
」
や
「
帰
」
が
文
脈
上
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
現
代
中
国
語
で
も
（
回
家
）、
ま
た
現
代
日
本
語
で
も
（
帰
宅
す
る
）、
こ
と
ば
と
し
て
の
道
理
で
あ
る
。
本
家
と
は
「
往
」
く
と
こ
ろ
で
は
な
く
、「
還
」
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
般
舟
讃
』
の
四
例
の
う
ち
三
例
は
、
漢
詩
の
規
格
で
あ
る
下
三
連
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る
。
下
三
連
は
、
二
四
不
同
・
二
六
対
以
上
に
忌
ま
れ
る
も
の
で
あ
三
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
る
か
ら
、
還
や
帰
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
④
「
帰
本
国
」
の
「
帰
」
は
、
帰
命
や
帰
依
な
ど
の
意
味
で
と
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
に
「
他
郷
（
娑
婆
）
を
捨
て
て
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
帰
命
帰
依
よ
り
、
む
し
ろ
「
か
え
る
」
と
受
け
と
め
る
方
が
、
こ
と
ば
と
し
て
落
ち
着
き
が
よ
い
。
⑤
は
十
方
諸
仏
の
証
誠
を
得
て
浄
土
に
還
帰
し
、
父
（
弥
陀
）
と
対
面
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑥
「
帰
自
然
」
に
つ
い
て
も
浄
土
に
帰
命
帰
依
す
る
と
と
れ
そ
う
で
も
あ
る
が
、
直
前
に
「
命
尽
き
て
須
に
」
と
あ
り
、
臨
終
の
状
況
で
あ
る
の
で
「
帰
る
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
⑦
「
還
宝
国
」
は
、
前
後
の
文
相
か
ら
宝
国
（
浄
土
）
に
還
る
主
体
は
娑
婆
の
凡
夫
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
四
例
中
三
例
は
作
詩
上
、
二
四
不
同
・
二
六
対
以
上
に
忌
避
さ
れ
る
下
三
連
の
禁
忌
を
回
避
す
る
た
め
に
、「
還
帰
」（
と
も
に
仄
声
）
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
般
舟
讃
』
の
は
、『
観
経
疏
』
や
『
往
生
礼
讃
』、
そ
れ
に
『
法
事
讃
』
と
異
な
り
、
無
韻
の
で
あ
り
、
詩
と
し
て
の
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
単
な
る
偶
然
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
法
事
讃
』
に
は
四
つ
の
用
例
が
あ
る
。
⑧
「
帰
自
然
」
も
、
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
帰
命
帰
依
の
よ
う
で
あ
る
が
、
前
に
「
臨
終
に
宝
座
其
の
前
に
現
ぜ
し
め
た
ま
え
」
と
あ
り
、
状
況
は
臨
終
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
帰
る
」
の
意
味
が
ふ
さ
わ
し
い
。
⑨
「
得
還
帰
」
は
、
凡
夫
が
今
生
に
は
じ
め
て
阿
弥
陀
仏
の
法
門
に
出
会
い
、
踊
躍
す
る
ほ
ど
に
歓
喜
す
る
わ
け
で
あ
る
。
北
方
の
諸
仏
は
そ
の
念
仏
行
者
の
往
生
を
証
誠
し
、
今
ま
さ
に
凡
夫
を
「
自
家
国
」、
即
ち
極
楽
に
還
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
還
本
国
」
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
文
相
か
ら
娑
婆
の
凡
夫
が
母
国
と
し
て
の
浄
土
に
再
び
還
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
娑
婆
の
こ
と
を
「
他
郷
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
で
き
よ
う
（
ほ
か
に
「
魔
郷
」
と
も
）。
浄
土
に
対
し
て
は
本
国
と
い
い
、
親
し
み
の
あ
る
表
現
で
あ
る
が
、
実
際
に
生
を
享
け
、
現
実
に
生
活
し
て
い
る
娑
婆
を
こ
の
よ
う
に
よ
そ
よ
そ
し
く
呼
ぶ
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
最
後
は
唯
一
の
散
文
部
分
の
用
例
で
あ
る
「
帰
於
浄
土
」
に
つ
い
て
も
帰
命
帰
依
で
と
れ
る
が
、
直
前
に
「
出
娑
婆
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
動
作
を
表
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
状
態
を
表
す
「
厭
娑
婆
」
と
あ
れ
ば
、「
帰
於
浄
土
」
は
帰
命
帰
依
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
「
出
」
と
い
う
動
作
で
あ
る
か
ら
「
帰
」
は
「
帰
る
」
と
受
け
と
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
四
例
の
う
ち
、
二
例
は
先
に
同
じ
く
下
三
連
へ
の
回
避
で
あ
る
。
ま
た
⑧
「
帰
自
然
」
と
⑨
「
得
還
帰
」
は
、
押
韻
さ
せ
る
た
め
の
措
辞
で
あ
る
。
な
お
、
『
法
事
讃
』
の
「
従
仏
逍
遙
帰
自
然
」（
四
・
一
八
下
）・「
一
念
逍
遙
快
楽
国
」
（
四
・
二
四
上
）・「
従
仏
逍
遙
入
宝
国
」（
四
・
二
四
下
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
畳
韻
語
の
「
逍
遙
」（
平
声
蕭
韻
）
と
あ
る
。『
荘
子
』
の
逍
遙
遊
篇
を
典
故
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ぶ
ら
ぶ
ら
と
め
ぐ
り
行
く
・
と
ら
わ
れ
の
な
い
自
由
な
境
地
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。『
観
経
疏
』
に
お
け
る
「
帰
去
来
」
と
同
じ
く
、
典
拠
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
二
、
善
導
の
人
間
観
と
還
帰
往
生
浄
土
教
に
お
い
て
「
本
国
」
と
い
う
と
き
に
、
い
か
な
る
印
象
を
持
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
仏
、
菩
薩
、
聖
衆
、
往
生
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
本
国
と
い
え
ば
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
善
導
を
も
含
め
て
現
に
娑
婆
に
居
住
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
弥
陀
の
浄
土
を
本
国
と
い
う
こ
と
は
何
と
も
妙
な
印
象
を
も
つ
の
で
あ
る
。
本
国
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
母
国
・
国
籍
の
あ
る
国
と
か
、
四
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
も
と
も
と
居
し
て
い
る
所
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ま
た
還
や
帰
の
字
義
か
ら
、
も
と
も
と
居
し
て
い
た
空
間
に
戻
る
と
い
う
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
還
本
国
や
帰
本
国
と
い
う
場
合
な
ど
、
そ
う
し
た
印
象
は
決
定
的
で
あ
る
。
我
わ
れ
凡
夫
は
本
来
的
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
住
人
で
あ
り
、
こ
の
た
び
娑
婆
の
世
界
か
ら
晴
れ
て
お
国
帰
り
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
さ
し
ず
め
還
相
廻
向
に
よ
っ
て
穢
土
に
出
現
し
、
役
目
を
終
え
て
母
国
極
楽
へ
弥
陀
に
よ
っ
て
連
れ
戻
さ
れ
る
と
な
る
。
善
導
が
浄
土
の
語
に
対
し
て
本
国
、
本
家
、
自
家
国
と
し
、
ま
た
往
生
に
対
し
て
還
、
帰
を
使
用
し
た
そ
の
裏
に
は
、
何
か
根
拠
が
あ
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
善
導
の
人
間
観
に
関
し
て
は
先
学
に
よ
っ
て
既
に
解
明
さ
れ
て
い
る
の
で８
）
、
こ
こ
で
新
し
い
観
点
か
ら
述
べ
る
も
の
は
な
に
も
な
い
。
総
じ
て
『
観
経
疏
』
や
『
往
生
礼
讃
』
の
深
心
釈
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
曠
劫
か
ら
三
界
に
沈
み
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
い
る
罪
悪
生
死
・
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
。
時
に
は
「
衆
生
散
動
、
識
劇
猿
猴
、
心
遍
六
塵
、
無
由
暫
息９
）
」
と
い
い
、
ま
た
「
貪
瞋
邪
偽
、
奸
作
百
端
、
悪
性
難
侵
、
事
同
蛇
蝎10
）
」
と
い
い
、
そ
し
て
「
臭
屍11
）
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
善
導
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
間
を
規
定
し
て
い
る
。
決
し
て
卑
下
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
た
だ
現
実
を
あ
る
が
ま
ま
に
直
視
し
、
内
省
す
る
こ
と
よ
り
、
こ
う
し
た
人
間
観
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
人
間
観
か
ら
考
察
す
る
と
、
凡
夫
は
明
ら
か
に
浄
土
に
還か
帰え
る
主
体
と
は
な
り
え
な
い
。
我
わ
れ
は
現
実
に
は
凡
夫
で
あ
り
、
昔
も
今
も
浄
土
の
住
人
で
は
な
い
。
我
わ
れ
の
よ
う
な
娑
婆
の
住
人
に
と
っ
て
、
本
国
と
は
六
道
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
六
道
こ
そ
常
没
流
転
の
凡
夫
の
母
国
で
あ
り
本
国
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
既
に
凡
夫
の
本
国
が
六
道
な
の
だ
か
ら
凡
夫
が
還
帰
す
る
場
所
な
ど
は
ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
は
娑
婆
の
住
人
を
常
没
流
転
し
て
出
離
の
縁
の
な
い
凡
夫
と
規
定
し
、
も
う
一
方
で
は
そ
の
凡
夫
の
本
国
（
母
国
）
を
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
と
暗
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
を
い
か
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
主
体
が
仏
、
菩
薩
、
聖
衆
、
往
生
人
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
還
や
帰
を
使
用
す
る
な
ら
ば
何
の
問
題
も
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
善
導
は
そ
う
し
た
使
用
例
も
あ
る12
）
。諸
仏
随
縁
還
本
国
（
法
事
讃
）
…
…
…
仏
二
明
先
動
本
国
相
（
観
経
疏
・
勢
至
観
）
…
…
…
菩
薩
還
本
国
飯
食
経
行
七
宝
台
（
法
事
讃
）
…
…
…
往
生
人
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
多
々
散
見
で
き
る13
）
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
あ
げ
た
十
一
の
還
帰
の
使
用
例
は
、
す
べ
て
娑
婆
の
住
人
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
善
導
は
六
道
を
す
み
か
と
す
る
常
没
流
転
の
凡
夫
の
母
国
を
弥
陀
の
浄
土
と
し
、
そ
こ
に
帰
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
ふ
れ
た
還
相
廻
向
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
善
導
は
、
「
ま
た
廻
向
と
言
う
は
、
彼
の
国
に
生
じ
已
り
還
え
り
て
大
悲
を
起
こ
し
、
生
死
に
回
入
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
を
亦
た
廻
向
と
名
づ
く14
）
」
や
、「
誓
い
て
弥
陀
安
養
界
に
到
り
、
穢
国
に
還
来
す15
）
」
と
し
て
還
相
廻
向
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
還
相
廻
向
と
こ
こ
で
論
ず
る
還
帰
と
は
明
ら
か
に
意
味
の
相
違
が
あ
る
。
善
導
の
還
相
廻
向
と
は
娑
婆
の
凡
夫
が
往
生
後
の
還
来
を
み
こ
し
て
そ
れ
を
願
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
娑
婆
に
還
相
廻
向
し
た
者
の
存
在
を
認
め
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
故
に
還
、
帰
の
主
体
は
善
導
の
人
間
観
か
ら
し
て
、
浄
土
か
ら
還
相
廻
向
し
た
者
で
は
な
く
、
無
始
劫
よ
り
六
道
を
流
転
し
て
仏
や
浄
土
と
は
無
縁
だ
っ
た
今
こ
こ
に
い
る
凡
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
五
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
三
、
五
部
九
巻
末
書
に
お
け
る
解
釈
さ
て
、
そ
れ
で
は
五
部
九
巻
の
末
書
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
還
帰
往
生
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
つ
ぶ
さ
に
末
書
を
見
る
に
つ
け
、
帰
去
来
、
還
本
家
、
還
帰
、
帰
自
然
、
帰
自
然
、
還
帰
、
還
本
国
の
語
彙
に
対
し
て
浄
土
宗
三
祖
良
忠
や
、
四
祖
良
曉
な
ど
が
解
釈
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。ま
ず
良
忠
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
い
て
（『
浄
全
』
二
・
三
一
一
下
）、
「
帰
去
来
」
等
と
は
、
こ
れ
乱
句
の
讃
な
り
。
総
讃
に
ま
た
「
帰
去
来
」
等
の
乱
句
あ
り
。
宝
樹
観
の
中
に
も
同
じ
く
此
の
例
あ
り
。
ま
た
智
昇
の
『
諸
経
礼
讃ママ
』
に
此
の
文
を
引
き
て
、「
帰
去
来
魔
郷
輪
廻
不
可
停
」
と
云
う
。
已
上
。
と
述
べ
。
こ
れ
に
つ
い
で
、「
問
う
、
始
め
て
浄
土
に
生
ま
る
に
、
何
云
ぞ
帰
る
や
」
と
い
う
問
い
を
提
起
し
て
い
る
。
我
わ
れ
は
曠
劫
流
転
の
凡
夫
で
あ
り
、
六
道
を
す
み
か
と
し
て
き
た
罪
悪
生
死
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
善
導
の
人
間
観
、
凡
夫
観
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
凡
夫
は
こ
れ
ま
で
三
界
に
没
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
阿
弥
陀
仏
と
縁
を
結
び
、
三
界
の
繫
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
は
じ
め
て
浄
土
に
往
く
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
善
導
は
「
か
え
る
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
以
下
の
ご
と
く
応
じ
て
い
る
。
答
う
。
先
師
の
云
く
、
此
は
能
家
に
約
す
な
り
。
私
に
云
く
、
悟
は
本
よ
り
自
な
り
。
迷
は
是
れ
常
に
他
な
り
。
故
に
穢
土
の
他
国
よ
り
浄
土
の
本
国
に
還
帰
す
る
な
り
。
ま
ず
は
先
師
（
二
祖
聖
光
）
の
「
約
能
化
」
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。
良
忠
は
詳
説
し
て
は
い
な
い
が
、
つ
ま
り
「
帰
」
は
能
化
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
考
え
て
こ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
凡
夫
が
摂
取
さ
れ
る
に
は
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
、
凡
夫
が
自
ら
の
力
量
で
往
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
凡
夫
は
、
弥
陀
や
聖
衆
が
浄
土
か
ら
来
現
す
る
の
を
待
っ
て
華
台
に
乗
じ
、
そ
し
て
再
び
仏
、
聖
衆
が
浄
土
に
帰
る
の
に
連
れ
ら
れ
て
往
く
わ
け
で
あ
る
。
善
導
が
「
帰
」
と
表
記
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
能
化
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
主
体
に
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
の
が
聖
光
の
「
約
能
化
」
の
義
で
あ
る
。
次
に
良
忠
自
ら
の
見
解
、「
悟
は
本
よ
り
自
な
り
。
迷
は
是
れ
常
に
他
な
り
。
故
に
穢
土
の
他
国
よ
り
浄
土
の
本
国
に
還
帰
す
る
な
り
。」
は
、
良
曉
の
『
伝
通
記
見
聞
』
に
よ
る
と
「
是
れ
約
所
化
の
義
な
り
」（『
続
浄
全
』
三
・
二
三
九
上
下
）
と
あ
る
の
で
、
先
の
聖
光
の
説
が
能
化
に
約
す
義
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
峙
し
て
い
る
。
こ
こ
に
「
帰
」
に
つ
い
て
「
約
能
化
」
の
義
と
「
約
所
化
」
の
義
の
二
方
向
か
ら
善
導
の
矛
盾
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
約
能
化
の
義
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
良
忠
の
約
所
化
の
義
を
考
え
て
み
る
。
悟
り
は
本
来
的
に
は
自
己
の
も
の
で
あ
り
、
迷
い
は
自
己
と
は
関
係
な
い
他
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
性
を
具
え
、
染
汚
の
な
い
清
浄
な
悟
り
の
姿
こ
そ
本
来
あ
る
べ
き
理
想
的
な
姿
で
あ
る
が
、
そ
の
仏
性
は
現
に
煩
悩
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
故
に
本
来
あ
る
べ
き
煩
悩
の
な
い
仏
性
の
み
の
状
態
へ
戻
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
切
の
衆
生
は
本
来
的
に
仏
性
を
内
に
ひ
め
て
い
る
。
し
か
し
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
に
生
を
享
け
た
凡
夫
は
自
己
の
罪
障
を
取
り
除
き
、
内
の
仏
性
を
外
に
現
わ
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
浄
土
は
罪
障
も
な
け
れ
ば
六
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
そ
の
名
称
す
ら
な
い
清
浄
な
世
界
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
そ
の
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
す
で
に
滅
罪
さ
れ
不
退
転
に
住
す
る
の
だ
か
ら
、
三
界
の
垢
は
み
な
除
か
れ
て
仏
性
の
み
が
顕
在
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。
仏
性
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
本
来
あ
る
べ
き
覆
い
の
な
い
姿
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
真
実
理
想
の
姿
に
帰
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
善
導
は
「
帰
」
と
表
記
す
る
、
と
い
う
の
が
良
忠
に
よ
る
約
所
化
の
義
の
梗
概
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
義
は
聖
冏
の
『
往
生
礼
讃
私
記
見
聞
』
下
で
は
「
迷
他
悟
自
義
」（『
浄
全
』
四
・
四
七
七
上
）
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
良
忠
の
「
約
所
化
」（
迷
他
悟
自
義
）
は
、
た
し
か
に
善
導
の
教
理
に
そ
む
く
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
第
一
に
善
導
は
『
観
経
疏
』
玄
義
分
の
序
題
で
仏
性
を
説
く
か
ら
で
あ
る
（『
浄
全
』
二
・
一
下
）。
に
以
み
る
に
真
如
は
広
大
に
し
て
、
五
乗
す
ら
其
の
辺
を
測
ら
ず
。
法
性
は
深
高
に
し
て
十
聖
す
ら
其
の
際
を
窮
め
る
こ
と
な
し
。
真
如
の
体
量
と
量
性
と
は
、
蠢
蠢
の
心
を
出
で
ず
。
法
性
の
無
辺
と
辺
体
と
は
、
則
ち
元
来
不
動
な
り
。
無
塵
の
法
界
、
凡
聖
斉
し
く
円
か
に
、
両
垢
の
如
如
、
則
ち
普
く
含
識
を
該
ぬ
。
恒
沙
の
功
徳
、
寂
用
湛
然
な
り
。
但
た
垢
障
の
覆
う
こ
と
深
き
を
以
っ
て
浄
体
を
顕
照
す
る
に
由
な
し
。
仏
性
の
こ
と
を
浄
体
と
述
べ
て
お
り
、
凡
夫
の
本
性
と
し
て
仏
性
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
『
法
事
讃
』
に
お
い
て
も
「
弟
子
道
場
の
衆
等
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
乃
ち
今
身
に
至
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
中
間
に
お
い
て
身
口
意
業
を
放
縦
し
て
、
一
切
の
罪
を
造
る
」（『
浄
全
』
四
・
一
二
上
）
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
で
衆
生
が
娑
婆
世
界
で
楽
行
す
る
障
を
十
七
項
目
に
わ
た
っ
て
仔
細
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
第
十
六
番
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（『
浄
全
』
四
・
一
三
上
）。因果
を
識
ら
ざ
る
突
の
業
を
楽
行
し
、
身
中
に
如
来
の
仏
性
あ
る
を
知
ら
ざ
る
障
り
。
衆
生
は
幾
度
も
生
死
を
め
ぐ
り
多
く
の
罪
を
造
っ
て
き
た
が
、
そ
の
身
中
に
は
仏
性
が
元
来
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
導
が
凡
夫
に
お
い
て
仏
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
良
忠
が
「
迷
是
常
他
」
と
い
う
の
と
、
善
導
が
娑
婆
を
魔
郷
と
い
い
、
他
郷
と
い
う
こ
と
と
そ
の
内
容
は
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
良
忠
の
「
約
所
化
」（
迷
他
悟
自
義
）
は
善
導
の
意
を
よ
く
く
ん
で
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
以
上
、
聖
光
と
良
忠
は
約
能
化
の
義
と
約
所
化
の
義
に
よ
っ
て
説
明
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
全
く
問
題
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
聖
光
の
約
能
化
の
義
に
つ
い
て
は
、
前
に
あ
げ
た
『
往
生
礼
讃
』
と
『
法
事
讃
』
の
用
例
で
は
通
用
し
な
く
な
る
。
③
「
寄
言
有
縁
同
行
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
つ
づ
く
「
還
本
家
」
の
主
体
は
同
行
者
（＝
娑
婆
の
衆
生
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
「
従
仏
帰
家
還
本
国
」
を
分
析
す
る
と
「
帰
家
」
の
主
体
は
浄
土
か
ら
来
迎
さ
れ
た
仏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
約
能
化
の
義
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
還
本
国
」
の
主
語
は
明
ら
か
に
娑
婆
の
凡
夫
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
忠
の
『
法
事
讃
私
記
』
下
に
お
い
て
、
す
で
に
約
能
化
説
の
破
綻
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
浄
全
』
四
・
九
〇
下
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
聖
光
の
約
能
化
の
義
は
全
て
の
場
合
に
適
応
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
良
忠
の
約
所
化
の
義
（
迷
他
悟
自
義
）
に
つ
い
て
は
、
聖
聡
が
『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
に
お
い
て
、「
行
者
は
本
と
理
性
を
具
ふ
。
極
楽
に
生
ま
れ
て
本
具
の
理
を
顕
は
す
が
故
に
還
と
云
う
也
」（『
浄
全
』
四
・
六
四
八
上
）
と
補
足
し
て
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
凡
夫
に
も
具
え
て
い
な
が
ら
、
こ
の
娑
婆
世
界
で
は
顕
現
不
可
能
な
仏
性
を
、
往
生
後
に
顕
現
せ
し
め
て
本
来
の
姿
に
戻
る
。
故
に
こ
れ
を
還
と
い
う
。
即
ち
こ
こ
で
は
往
生
浄
土＝
還
帰
仏
性
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
良
忠
が
い
う
よ
う
な
人
間
の
本
来
の
姿
に
帰
る
、
即
ち
仏
性
と
か
理
性
に
帰
る
と
い
う
意
味
あ
い
を
あ
ま
り
に
も
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
事
浄
土
へ
往
生
す
る
と
い
う
善
導
の
独
自
の
指
方
立
相
釈
の
存
在
意
義
が
薄
ら
い
で
し
ま
う
。
あ
く
ま
で
も
善
導
は
往
生
浄
土
と
表
現
す
る
か
わ
り
に
還
帰
本
国
と
表
現
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
大
前
提
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
間
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
（＝
仏
性
、
理
性
）
に
帰
る
と
い
う
よ
う
に
仏
性
を
も
ち
だ
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
楷
定
古
今
し
た
善
導
の
本
意
か
ら
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
両
祖
そ
れ
な
り
に
解
説
し
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
表
層
的
な
部
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
で
善
導
の
人
間
観
と
還
帰
往
生
の
矛
盾
が
す
べ
て
氷
解
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
四
、
中
国
詩
に
見
ら
れ
る
帰
去
来
と
こ
ろ
で
善
導
が
『
観
経
疏
』
で
二
度
に
わ
た
っ
て
述
べ
る
「
帰
去
来
」
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
東
晋
の
田
園
詩
人
陶
淵
明
（
三
六
五
〜
四
二
七
）
の
「
帰
去
来
辞
」
を
典
拠
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
導
が
往
生
の
か
わ
り
に
陶
淵
明
の
帰
去
来
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る16
）
。
典
拠
は
中
華
の
文
章
論
に
あ
っ
て
は
特
に
重
ん
じ
ら
れ
る
修
辞
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
『
論
語
』
述
而
篇
に
お
い
て
、「
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」（
述
而
不
作
、
信
而
好
古
）
と
あ
る
よ
う
に
、
先
人
賢
者
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
祖
述
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
み
だ
り
に
自
説
を
創
作
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
中
華
の
尚
古
思
想
が
息
づ
い
て
い
る
。
時
に
断
章
取
義
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
古
典
の
中
か
ら
名
句
を
引
用
し
、
そ
れ
を
い
か
な
る
文
脈
の
中
で
用
い
、
ま
た
配
列
す
る
か
に
よ
っ
て
、
逆
に
自
説
を
開
陳
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
な
に
も
散
文
だ
け
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
句
中
の
字
数
制
限
を
う
け
る
韻
文
に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
そ
の
傾
向
を
強
め
る
。
つ
ま
り
中
国
詩
に
お
い
て
必
須
と
な
る
作
詩
法
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
名
文
・
名
句
を
典
拠
と
し
て
引
く
こ
と
で
、
彼
の
情
景
を
彷
彿
と
さ
せ
、
自
作
の
詩
を
立
体
的
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
陶
淵
明
は
東
晋
の
尋
陽
柴
桑
（
江
西
省
九
江
市
九
江
県
）
の
人
で
、
安
帝
の
義
熈
元
（
四
〇
五
）
年
に
こ
の
作
品
を
詠
ん
で
い
る
。
酒
や
琴
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
自
然
の
中
に
身
を
お
く
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
貧
困
に
よ
り
役
人
と
し
て
任
地
に
赴
く
も
、
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
望
郷
の
念
が
ま
し
、
妹
の
死
去
を
契
機
に
着
任
三
月
と
た
た
な
い
う
ち
に
任
を
辞
し
て
郷
里
へ
帰
る
。
そ
の
際
に
詠
ん
だ
も
の
が
こ
の
「
帰
去
来
辞
」
で
あ
る
。
陶
淵
明
は
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
中
（
九
八
六
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）。
帰
去
来
か
え
り
な
ん
い
ざ
、
田
園
将
に
蕪
れ
な
ん
と
す
、
胡
ぞ
帰
ら
ざ
る
。
既
に
自
ら
心
を
以
て
形
の
役
と
為
す
、
ぞ
と
し
て
独
り
悲
し
む
や
。
已
往
の
諫
む
ま
じ
き
を
悟
り
、
来
者
の
追
う
べ
き
を
知
る
。
ま
こ
と
に
途
に
迷
う
こ
と
其
れ
未
だ
遠
か
ら
ず
、
今
の
是
に
し
て
昨
の
非
な
る
を
覚
り
ぬ
…
…
。（
帰
去
来
、
田
園
将
蕪
胡
不
。
既
自
以
心
為
形
役
。
而
独
悲
。
悟
已
往
之
不
八
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
諫
、
知
来
者
之
可
追
。
実
迷
途
其
未
遠
、
覚
今
是
而
昨
非
…
…
。）
さ
あ
、
帰
ろ
う
。
故
郷
の
田
園
が
い
ま
に
も
荒
廃
し
そ
う
な
の
に
、
ど
う
し
て
帰
ら
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
み
ず
か
ら
求
め
て
精
神
を
肉
体
の
奴
隷
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ひ
と
り
く
よ
く
よ
と
嘆
き
悲
し
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
悔
や
ん
で
も
し
か
た
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
心
掛
け
ひ
と
つ
で
ど
う
に
で
も
な
る
。
…
…
（
訳
文
は
松
枝
茂
夫
、
和
田
武
司
『
陶
淵
明
全
集
』
下
一
四
三
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
と
い
い
、
そ
し
て
、
帰
去
来
か
え
り
な
ん
い
ざ
、
請
う
交
わ
り
を
息
め
て
以
て
遊
を
絶
た
ん
。
世
と
我
と
は
相
違
え
る
に
、
復
た
こ
こ
に
駕
し
て
な
に
を
か
求
め
ん
や
。
親
戚
の
情
話
を
悦
び
、
琴
と
書
と
を
楽
し
ん
で
以
て
憂
を
消
さ
ん
。
農
人
、
余
に
告
ぐ
る
に
春
の
及
ぶ
を
以
て
し
、
将
に
西
疇
に
事
あ
ら
ん
と
す
…
…
。（
帰
去
来
、
請
息
交
以
絶
遊
。
世
与
我
而
相
違
、
復
駕
言
焉
求
。
悦
親
戚
之
情
話
、
楽
琴
書
以
消
憂
。
農
人
告
余
以
春
及
、
将
有
事
於
西
疇
…
…
。）
さ
あ
、
帰
ろ
う
。
世
俗
と
の
交
遊
は
謝
絶
し
た
い
も
の
だ
。
世
間
と
わ
た
し
と
は
そ
り
が
あ
わ
な
い
の
だ
。
ま
た
仕
官
し
て
何
を
求
め
よ
う
と
い
う
の
か
。
親
戚
の
者
た
ち
の
う
ち
と
け
た
話
を
喜
び
、
琴
や
読
書
を
楽
し
み
に
し
て
余
生
を
送
れ
ば
、
心
の
う
さ
は
晴
れ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
農
夫
が
や
っ
て
き
て
、
春
が
来
ま
し
た
よ
、
そ
ろ
そ
ろ
西
の
田
で
仕
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
と
、
と
告
げ
る
。
…
…
（
前
掲
『
陶
淵
明
全
集
』
下
一
四
六
頁
）
と
も
い
う
。「
帰
去
来
」
は
、
動
詞
の
「
帰
」
に
語
気
詞
の
「
去
来
」
を
接
続
さ
せ
た
造
語
で
あ
り
、「
去
来
」
は
動
詞
の
意
味
を
強
め
る
効
果
が
あ
り
、
さ
し
ず
め
「
さ
あ
」「
い
ざ
」「
そ
れ
」
に
相
当
す
る
。
現
在
の
日
本
で
は
「
帰
り
な
ん
、
い
ざ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
。
な
お
、「
」
は
『
楚
辞
』
や
そ
の
系
列
の
賦
な
ど
の
作
品
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
口
調
を
整
え
る
助
詞
に
す
ぎ
な
い
。
淵
明
は
地
位
や
名
声
を
得
る
こ
と
な
ど
に
関
心
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
任
を
辞
す
こ
と
に
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
い
。
そ
し
て
、
か
つ
て
悠
々
自
適
に
す
ご
し
た
郷
里
の
山
河
、
草
木
、
朋
友
と
酒
に
想
い
を
寄
せ
、
心
の
底
か
ら
わ
き
上
が
る
帰
郷
へ
の
期
待
を
初
句
の
「
帰
去
来
」
に
こ
め
て
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。「
帰
去
来
」
を
初
句
に
か
か
げ
た
こ
と
で
、
そ
の
想
い
と
期
待
が
い
か
に
急
を
要
し
て
い
る
か
、
ま
た
い
か
に
強
い
か
を
示
し
、
後
続
す
る
文
章
の
内
容
を
予
め
予
想
さ
せ
て
く
れ
る
効
果
が
あ
る
。
そ
し
て
「
去
来
」
を
添
加
す
る
こ
と
で
表
現
上
に
語
気
が
強
ま
り
、
心
の
内
を
端
的
に
表
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
で
、
こ
の
作
品
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
読
む
者
の
心
を
惹
き
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
淵
明
は
そ
の
没
後
、
ま
た
た
く
間
に
そ
の
作
品
集
が
ひ
ろ
ま
り
、
南
北
朝
で
は
す
で
に
江
湖
に
知
ら
れ
る
東
晋
の
田
園
詩
人
と
し
て
そ
の
人
気
を
博
し
て
い
た
。
善
導
が
そ
の
名
句
と
し
て
名
高
い
「
帰
去
来
」
を
自
作
の
礼
讃
の
初
句
に
配
置
し
た
こ
と
は
、
後
に
つ
づ
く
文
意
の
方
向
づ
け
を
あ
ら
か
じ
め
行
い
、
淵
明
の
他
国
に
あ
っ
て
の
帰
郷
の
念
を
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
の
他
郷
・
魔
郷
（
娑
婆
世
界
）
に
あ
っ
て
の
往
生
浄
土
へ
の
念
へ
と
重
層
的
、
立
体
的
に
か
け
合
わ
せ
て
、
欣
求
の
心
を
ま
す
ま
す
高
揚
し
よ
う
と
し
た
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
用
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
陶
淵
明
が
任
地
に
お
い
て
格
差
社
会
に
対
す
る
憤
懣
か
ら
、
一
転
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
し
て
自
己
の
本
心
に
し
た
が
っ
て
帰
郷
を
決
意
し
た
際
に
思
わ
ず
吐
露
し
た
「
帰
去
来
」
と
、
善
導
が
此
土
得
仏
の
望
み
を
捨
て
、
浄
土
へ
の
想
い
を
募
ら
せ
、
そ
の
親
し
み
の
情
か
ら
謳
っ
た
「
帰
去
来
」、
そ
こ
に
は
と
も
に
現
実
に
対
す
る
絶
望
感
と
、
未
来
に
対
す
る
期
待
感
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
善
導
が
「
」
を
用
い
な
い
の
は
、
礼
讃
が
詩
の
格
律
を
そ
な
え
て
お
り
、
淵
明
の
作
品
の
よ
う
な
賦
の
系
列
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
善
導
は
娑
婆
を
魔
郷
、
他
郷
と
い
い
、
浄
土
を
本
国
、
本
家
、
自
家
国
と
も
い
う
。
よ
っ
て
、
善
導
と
っ
て
の
郷
里
と
は
浄
土
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
浄
土
こ
そ
が
本
国
で
あ
り
郷
里
で
あ
る
以
上
は
、
そ
こ
に
「
往
く
」
の
で
は
な
く
、「
帰
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
な
つ
か
し
く
憧
憬
の
故
郷
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
往
く
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
帰
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
淵
明
の
「
帰
去
来
」
は
、
後
に
梁
の
呉
均
（
四
六
九
〜
五
二
〇
）
の
「
贈
別
新
林
」（『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
中
冊
一
七
三
五
頁
）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
呉
均
は
字
を
叔
痒
と
い
い
、
呉
興
故
の
人
。
天
監
の
は
じ
め
に
呉
興
郡
の
主
簿
と
な
り
、
梁
の
武
帝
に
も
認
め
ら
れ
た
。
著
作
に
『
斉
春
秋
』
三
〇
巻
、
『
廟
記
』
十
巻
、『
十
二
州
記
』
十
六
巻
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
詩
作
品
も
多
く
遺
し
て
お
り
、
そ
の
作
風
は
古
気
が
あ
り
、
好
事
家
か
ら
は
呉
均
体
と
評
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
を
倣
う
も
の
が
い
た
と
い
う
。
以
下
に
「
贈
別
新
林
」
を
示
す
（
私
訳
を
付
し
た
）。僕本
幽
児
抱
剣
事
辺
風
乱
青
糸
絡
霧
染
黄
金
天
子
既
無
賞
公
卿
竟
不
知
去
去
帰
去
来
還
傾
鸚
鵡
杯
気
為
故
交
絶
心
為
新
知
開
但
令
寸
心
是
何
須
銅
雀
台
天
子
さ
ま
は
も
う
お
褒
め
に
な
ら
な
い
公
卿
さ
ま
も
つ
い
に
は
ご
存
知
な
い
さ
あ
さ
あ
帰
ろ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ま
た
鸚
鵡
貝
の
杯
で
乾
杯
し
ま
し
ょ
う
軍
兵
と
し
て
遠
く
西
の
は
ず
れ
に
ま
で
は
る
ば
る
行
軍
し
て
き
た
が
、
我
わ
れ
が
こ
の
地
で
命
を
か
け
た
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
中
央
で
は
誰
も
気
に
か
け
て
も
く
れ
な
い
。
そ
の
虚
し
さ
か
ら
「
去
去
帰
去
来
」
と
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
い
を
や
め
て
急
い
で
郷
里
に
帰
還
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
は
善
導
と
同
じ
初
唐
の
作
品
か
ら
数
例
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
王
梵
志
で
あ
る
。
そ
の
生
卒
年
代
や
具
体
的
な
活
動
内
容
な
ど
は
現
在
な
お
不
明
な
点
が
多
い
が
、
項
楚
『
唐
代
白
話
詩
派
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
こ
れ
ま
で
の
王
梵
志
の
事
績
に
か
か
わ
る
成
果
を
網
羅
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
早
い
時
期
の
設
定
で
は
隋
に
生
ま
れ
初
唐
に
活
動
し
た
と
さ
れ
、
最
も
遅
い
設
定
で
は
開
元
年
間
（
七
一
三
〜
七
四
一
）
ご
ろ
ま
で
生
存
し
て
い
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
も
し
隋
か
ら
初
唐
の
生
存
で
あ
れ
ば
、
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
に
先
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
作
風
は
、
仏
教
詩
人
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
思
想
や
仏
教
用
語
を
多
用
し
、
な
お
か
つ
き
わ
め
て
通
俗
的
な
作
風
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
は
散
逸
し
た
も
の
が
相
当
数
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
敦
煌
石
室
本
な
ど
三
百
九
十
余
首
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
相
将
帰
去
来
」
で
始
ま
る
五
言
詩
が
見
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
項
楚
が
校
注
し
た
『
王
梵
志
詩
校
注
』（
六
二
六
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
が
有
用
で
あ
る
。
な
お
前
掲
の
項
楚
『
唐
代
白
話
詩
派
研
究
』（
一
六
九
頁
）
も
参
照
さ
れ
た
い
（
私
訳
を
付
し
た
）。
相
将
帰
去
来
閻
浮
不
可
停
婦
人
応
重
役
男
子
従
征
行
一
〇
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
帯
刀
擬
殺
逢
陣
即
相
刑
将
軍
馬
上
死
兵
滅
他
軍
営
血
流
遍
荒
野
白
骨
在
辺
庭
去
馬
猶
残
跡
空
留
紙
上
名
関
山
千
万
里
影
絶
故
郷
城
生
受
刀
光
苦
意
裏
極
惺
惺
さ
あ
と
も
に
帰
ろ
う
い
つ
ま
で
も
閻
浮
提
に
お
る
べ
き
で
は
な
い
女
に
は
重
役
が
課
せ
ら
れ
男
に
は
遠
征
の
任
が
あ
る
の
だ
か
ら
刀
剣
を
さ
す
の
は
戦
い
の
た
め
敵
に
で
く
わ
せ
ば
殺
し
あ
う
将
軍
は
馬
の
背
に
死
し
軍
兵
は
敵
軍
に
倒
さ
れ
る
流
血
は
荒
野
に
あ
ま
ね
く
白
骨
は
辺
境
の
地
に
こ
ろ
が
り
軍
馬
は
亡
骸
を
残
し
兵
士
は
死
し
て
名
簿
に
記
さ
れ
る
の
み
い
く
山
い
く
関
は
る
か
越
え
こ
の
身
は
故
郷
に
す
で
に
な
い
戦
の
苦
し
み
を
背
負
っ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
が
来
世
を
思
う
と
意
は
晴
れ
る
は
じ
め
の
二
句
「
相
将
帰
去
来
閻
浮
不
可
停
」
で
は
、「
さ
あ
と
も
に
帰
ろ
う
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
閻
浮
提
に
は
苦
役
が
多
い
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
中
で
も
従
軍
の
苦
役
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
浄
土
と
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
帰
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
は
じ
め
の
二
句
は
、
最
終
二
句
「
生
受
刀
光
苦
意
裏
極
惺
惺
」
と
明
ら
か
に
呼
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
閻
浮
提
で
生
を
享
け
た
以
上
は
、
男
子
で
あ
れ
ば
遠
征
が
課
せ
ら
れ
、
女
子
は
そ
の
間
家
を
守
り
夫
の
凱
旋
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
決
し
て
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
運
命
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
苦
悩
多
い
世
界
に
留
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
世
の
こ
と
を
思
う
と
、
そ
う
し
た
辛
さ
も
な
く
な
り
心
意
は
晴
れ
や
か
に
な
る
と
い
う
。
仏
教
詩
人
の
王
梵
志
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
た
と
え
そ
れ
が
西
方
の
極
楽
と
限
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
仏
の
浄
土
と
み
な
し
て
も
問
題
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
二
句
「
相
将
帰
去
来
閻
浮
不
可
停
」
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
に
あ
る
「
帰
去
来
魔
郷
不
可
停
」（『
浄
全
』
二
・
三
八
下
）
に
酷
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
王
詩
の
中
に
は
構
文
の
似
た
「
隠
去
来
」
が
二
首
あ
る
。
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
の
は
、
白
話
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
寒
山
で
あ
る
。
寒
山
は
拾
得
と
と
も
に
天
台
山
国
清
寺
に
居
し
、
教
団
の
束
縛
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
襤
褸
を
ま
と
っ
た
風
来
坊
で
あ
る
。
活
動
年
代
は
初
唐
と
い
う
だ
け
で
詳
し
い
伝
歴
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
寒
山
に
は
三
百
を
こ
え
る
詩
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
項
楚
が
校
注
し
た
『
寒
山
詩
注
附
拾
得
詩
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
有
用
で
あ
る
。
寒
山
詩
の
中
、「
帰
去
来
」
が
見
ら
れ
る
の
は
三
首
あ
る
が17
）
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
一
首
だ
け
を
示
す
（
項
楚
本
三
二
五
頁
）。
私
訳
を
付
す
。
富
貴
疎
親
聚
只
為
多
銭
米
貧
賤
骨
肉
離
非
関
少
兄
弟
急
須
帰
去
來
招
賢
閣
未
啓
浪
行
朱
雀
街
踏
破
皮
鞋
底
豊
か
な
と
き
は
遠
い
親
戚
ま
で
集
ま
る
お
金
や
食
べ
も
の
が
目
当
て
な
の
さ
貧
し
い
と
き
は
身
内
す
ら
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
わ
ず
か
な
兄
弟
で
あ
っ
て
も
だ
さ
あ
急
い
で
帰
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
招
賢
閣
の
門
戸
は
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
そ
れ
ま
で
朱
雀
大
路
を
ぶ
ら
つ
く
と
し
よ
う
た
と
え
靴
の
底
が
破
れ
よ
う
と
も
一
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
富
め
る
と
き
と
貧
し
い
と
き
で
接
し
方
が
変
わ
る
よ
う
な
血
縁
者
な
ど
に
見
切
り
を
つ
け
、
さ
あ
急
い
で
招
賢
閣
に
帰
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
招
賢
閣
と
は
文
字
通
り
賢
者
を
招
く
楼
閣
で
、
い
わ
ば
迎
賓
館
の
こ
と
で
あ
る
が
、
富
に
応
じ
て
心
変
わ
り
す
る
縁
戚
よ
り
も
、
貧
と
富
と
に
関
わ
ら
ず
人
の
資
質
そ
の
も
の
を
認
め
て
親
交
を
深
め
て
く
れ
る
よ
う
な
賢
者
こ
そ
信
頼
に
た
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
賢
者
ら
が
集
う
建
造
物
を
招
賢
閣
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
建
物
が
実
際
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
心
の
中
で
理
想
と
し
て
思
い
描
い
た
空
間
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
そ
の
扉
は
開
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
建
物
が
立
地
す
る
の
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
都
城
の
中
心
的
な
大
路
で
あ
る
朱
雀
街
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
理
想
郷
で
あ
る
招
賢
閣
の
扉
が
開
か
れ
る
ま
で
は
（
つ
ま
り
賢
者
が
集
ま
る
ま
で
）、
朱
雀
街
の
付
近
を
散
歩
し
て
待
っ
て
い
よ
う
か
と
い
っ
た
心
境
を
詠
い
あ
げ
て
い
る
の
だ
。
損
得
で
動
く
親
戚
縁
者
と
の
関
わ
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
理
想
と
す
る
招
賢
閣
の
賢
者
ら
を
慕
う
強
い
思
い
か
ら
「
急
須
帰
去
来
」
が
措
辞
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
善
導
が
娑
婆
の
束
縛
を
逃
れ
て
、
理
想
と
す
る
浄
土
へ
の
憧
れ
を
吐
露
す
る
「
帰
去
来
」
と
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
善
導
と
同
時
代
の
駱
賓
王
（
〜
六
八
四
）
は
、「
帝
京
賦
」
（『
全
唐
詩
』
八
三
五
巻
）
の
中
で
隠
棲
を
願
っ
て
「
帰
去
来
」
と
用
い
て
い
る
（
第
八
九
句
〜
九
八
句
）。
さ
ら
に
中
唐
の
詩
人
と
し
て
「
長
恨
歌
」
や
「
琵
琶
行
」
な
ど
を
遺
し
、
わ
が
国
で
も
早
く
か
ら
『
白
氏
文
集
』
が
愛
さ
れ
て
い
る
白
楽
天
（
白
居
居
、
七
七
二
〜
八
四
六
）
の
作
品
中
に
も
、
少
な
か
ら
ず
「
帰
去
来
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る18
）
。
こ
こ
で
は
一
例
の
み
を
示
す
（『
全
唐
詩
』
一
七
〇
巻
）。天
落
白
玉
棺
王
喬
辞
葉
県
一
去
未
千
年
漢
陽
復
相
見
猶
乗
飛
尚
識
仙
人
面
鬢
何
青
青
童
顔
皎
如
練
吾
曽
弄
海
水
清
浅
嗟
三
変
果
麻
姑
言
時
光
速
流
電
与
君
数
杯
酒
可
以
窮
歓
宴
。
白
雲
帰
去
来
何
事
坐
交
戦
唐
代
で
は
右
の
白
楽
天
の
他
に
も
、
王
績
（
五
八
五
〜
六
四
四
）、
王
之
（
六
九
五
〜
）、
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）、
顔
真
卿
（
七
〇
九
〜
七
八
四
）、
高
適
（
〜
七
六
五
）、
杜
甫
（
七
一
二
〜
七
七
〇
）
ら
も
同
じ
く
「
帰
去
来
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
中
に
は
明
ら
か
に
陶
淵
明
を
意
識
し
た
使
用
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
唐
代
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
人
口
に
膾
炙
し
た
名
句
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
中
華
の
文
学
作
品
に
お
け
る
典
故
と
い
う
修
辞
技
法
は
、
そ
れ
が
江
湖
に
知
ら
れ
た
名
言
名
句
で
あ
る
ほ
ど
常
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
作
者
の
平
面
的
な
情
景
描
写
に
、
そ
れ
に
類
似
す
る
過
去
の
名
作
中
の
名
言
名
句
を
引
い
て
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
体
的
で
よ
り
リ
ア
ル
な
情
景
描
写
が
浮
き
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
善
導
に
よ
る
浄
土
へ
の
往
生
の
念
は
、
陶
淵
明
に
よ
る
望
郷
帰
郷
の
念
が
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
読
者
や
鑑
賞
者
の
心
に
強
く
響
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
五
、
還
帰
往
生
の
当
否
善
導
の
還
帰
往
生
を
考
え
る
上
で
は
、
十
一
例
の
う
ち
十
例
が
韻
文
を
含
む
讃
に
現
れ
て
、
叙
述
文
（
散
文
）
に
は
現
れ
に
く
い
こ
と
に
注
意
を
は
ら
う
べ
き
で
あ
る
。
善
導
の
各
礼
讃
は
、
宗
教
的
主
体
的
な
陳
述
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
二
そ
の
格
律
か
ら
し
て
「
詩
」
と
評
価
で
き
る19
）
（『
般
舟
讃
』
を
除
く
）。
即
ち
第
三
者
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
る
客
観
的
な
詩
文
学
作
品
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
文
学
は
お
の
ず
か
ら
虚
構
を
う
ち
に
含
み
、
真
実
・
事
実
そ
の
ま
ま
を
表
明
せ
ず
、
誇
張
と
空
想
に
よ
っ
て
創
造
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。
善
導
の
礼
讃
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
浄
土
教
の
礼
讃
と
は
、
長
行
部
分
に
比
す
れ
ば
、
そ
こ
に
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
中
華
に
お
い
て
は
、
書
か
れ
た
文
章
が
評
価
を
受
け
る
以
上
、
修
辞
が
文
人
知
識
人
と
し
て
の
必
須
の
条
件
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
思
う
に
善
導
が
本
来
表
現
し
た
か
っ
た
の
は
「
還
」
や
「
帰
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
欣
求
の
対
象
と
し
て
の
浄
土
を
「
本
国
」、「
本
家
」、「
自
家
国
」
と
し
、
ま
た
そ
の
対
極
に
あ
っ
て
厭
離
す
べ
き
娑
婆
を
「
他
郷
」
や
「
魔
郷
」
と
表
現
し
た
か
っ
た
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
ひ
と
た
び
「
本
国
」、「
本
家
」、「
自
家
国
」
と
表
記
す
れ
ば
、「
往
」
く
よ
り
も
「
還か
帰え
」
る
と
す
る
ほ
う
が
、
こ
と
ば
と
し
て
は
相
応
し
い
。
こ
れ
は
極
楽
と
阿
弥
陀
仏
へ
の
親
し
み
の
感
情
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
大
衆
が
一
堂
に
会
し
て
こ
れ
ら
の
讃
を
唱
和
す
る
際
、
厭
穢
欣
浄
の
心
情
を
高
め
る
た
め
に
、
善
導
が
用
い
た
効
果
的
な
修
辞
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
善
導
の
「
還
帰
」
の
措
辞
は
、
さ
し
て
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
字
面
の
み
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
以
上
、
詩
と
し
て
の
正
し
い
評
価
は
遠
ざ
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
を
い
さ
さ
か
補
強
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
先
の
『
法
事
讃
』
⑧
の
用
例
で
は
、
道
場
清
浄
希
難
見
弥
陀
浄
土
甚
難
聞
（
平
声
文
韻
）
難
聞
難
見
今
得
会
如
説
修
行
専
意
専
（
平
声
仙
韻
）
願
仏
慈
悲
遙
摂
受
臨
終
宝
座
現
其
前
（
平
声
先
韻
）
既
見
華
台
心
踊
躍
従
仏
逍
遙
帰
自
然
（
平
声
仙
韻
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
生
死
輪
廻
し
て
い
る
も
の
が
、
弥
陀
の
浄
土
に
「
い
ま
会
う
こ
と
が
で
き
た
」（
第
三
句
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
最
後
の
「
帰
」
は
実
は
「
往
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
通
り
に
「
も
と
い
た
所
へ
か
え
る
」
の
で
は
な
く
、「
本
来
居
す
べ
き
所
へ
ゆ
く
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
『
法
事
讃
』
と
『
般
舟
讃
』
に
見
ら
れ
る
「
帰
自
然
」
に
つ
い
て
も
、
先
の
「
帰
去
来
」
に
同
じ
く
、
陶
淵
明
の
「
帰
園
田
居
其
一
」（
四
〇
二
年
作
）
に
あ
る
「
返
自
然
」
を
想
起
す
る
。
久
在
籠
裏
久
し
く
籠
の
裏
に
在
り
し
も
復
得
返
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
郷
里
か
ら
遠
く
離
れ
、
久
し
く
世
俗
に
ま
み
れ
た
生
活
を
続
け
て
き
た
が
、
元
来
そ
う
し
た
生
活
が
肌
に
あ
わ
ず
、
生
ま
れ
故
郷
が
な
つ
か
し
く
思
わ
れ
て
、
と
う
と
う
帰
郷
し
た
。
淵
明
は
そ
の
田
園
生
活
を
謳
歌
し
て
こ
の
よ
う
に
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
善
導
も
「
帰
自
然
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
、
浄
土
を
本
来
自
分
が
居
す
べ
き
場
所
と
み
な
し
、
同
時
に
典
故
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
淵
明
の
「
帰
園
田
居
」
を
彷
彿
と
さ
せ
、
欣
求
の
お
も
い
を
重
層
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
森
三
樹
三
郎
は
、
善
導
が
用
い
た
こ
の
「
自
然
」
は
、
「
お
そ
ら
く
荘
子
を
意
識
す
る
か
、
少
な
く
と
も
何
程
か
の
連
想
が
働
い
て
い
た
」
と
し
て
い
る20
）
。『
法
事
讃
』
の
「
逍
遙
帰
自
然
」（
四
・
十
八
下
）・「
逍
遙
快
楽
国
」（
四
・
二
四
上
）・「
逍
遙
入
宝
国
」（
四
・
二
四
下
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
荘
子
』
の
逍
遙
遊
篇
に
見
ら
れ
る
畳
韻
語
の
「
逍
遙
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
三
ま
た
『
荘
子
』
は
南
北
朝
隋
唐
の
文
学
界
・
宗
教
界
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
、
森
説
も
一
理
あ
る
が
、
上
に
『
広
韻
』
の
韻
目
を
示
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
単
に
偶
数
句
末
の
「
聞
」、「
専
」、「
前
」
と
押
韻
さ
せ
る
た
め
に
、
ふ
さ
わ
し
い
韻
字
を
用
い
ざ
る
を
え
ず
、
例
え
ば
「
本
国
」、「
本
家
」「
自
家
国
」
や
「
浄
土
」、
或
い
は
「
宝
国
」
な
ど
を
用
い
れ
ば
失
韻
と
な
る
こ
と
を
回
避
し
た
、
善
導
に
よ
る
詩
人
と
し
て
の
配
慮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
自
然
」
は
作
詩
上
の
格
律
の
問
題
で
あ
っ
て
、
善
導
の
意
図
と
し
て
は
、「
浄
土
」
や
「
極
楽
」
を
言
い
換
え
た
こ
と
ば
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。『
往
生
礼
讃
』
を
文
学
作
品
と
し
て
み
な
す
と
き
、
表
面
的
な
措
辞
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
還
帰
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
も
と
居
た
場
所
に
「
か
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
に
拘
泥
し
て
い
る
う
ち
は
文
学
表
現
と
し
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
必
ず
し
も
仏
教
教
理
に
合
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
中
に
善
導
の
真
意
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
「
還
帰
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
本
来
身
を
お
く
べ
き
所
に
居
す
、
と
い
う
真
理
を
見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
前
出
の
拙
文
〔
一
九
九
四
〕
に
お
い
て
、「
こ
う
し
た
こ
と
（
還
帰
の
表
記
を
と
る
こ
と
）
は
浄
土
教
の
本
質
的
教
理
か
ら
離
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
が
、
長
安
の
浄
土
教
教
化
者
と
し
て
民
衆
の
中
に
身
を
投
じ
た
善
導
に
は
、
時
と
し
て
一
片
の
𨻶
も
許
さ
な
い
教
理
を
超
越
し
、
宣
教
者
と
し
て
の
顔
を
持
つ
こ
と
は
必
然
的
な
要
求
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
還
帰
な
ど
の
表
記
は
詩
的
情
緒
を
高
揚
し
、
民
間
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
読
む
者
、
聞
く
者
、
そ
し
て
往
生
を
願
い
念
仏
行
に
励
む
者
の
心
に
強
く
訴
え
る
効
果
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
頌
（
詩
）
の
中
に
現
れ
て
い
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
導
の
宣
教
者
と
し
て
の
、
そ
し
て
詩
人
と
し
て
の
さ
さ
や
か
な
配
慮
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
ま
た
詩
人
、
善
導
と
し
て
の
繊
細
な
才
を
も
無
視
で
き
な
い
わ
け
で
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
教
理
に
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
善
導
の
姿
が
あ
り
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
善
導
は
な
ぜ
浄
土
を
「
本
国
」「
本
家
」「
自
家
国
」、
娑
婆
を
「
他
郷
」「
魔
郷
」
な
ど
と
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
こ
に
は
善
導
の
宗
教
体
験
と
い
う
も
の
が
介
在
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宗
教
体
験
な
ど
と
い
う
と
、
宋
代
に
戒
珠
、
慈
雲
、
王
古
、
王
日
休
な
ど
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
往
生
伝
を
連
想
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
念
仏
す
る
善
導
の
口
か
ら
仏
や
光
が
出
た
り
、
師
の
道
綽
を
し
て
三
罪
三
懺
せ
し
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
超
人
的
資
質
を
具
備
し
た
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
諸
伝
記
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
々
を
取
り
あ
げ
は
し
な
い
が
、
特
に
三
縁
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
三
縁
と
は
、
善
導
独
自
の
教
理
で
あ
っ
て
、『
観
経
』
仏
身
観
の
「
一
一
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
念
仏
す
る
に
つ
け
、
仏
と
衆
生
が
親
縁
、
近
縁
、
増
上
縁
と
い
う
三
つ
の
深
い
関
係
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
た
や
西
方
清
浄
世
界
の
阿
弥
陀
仏
、
か
た
や
末
法
五
濁
の
流
転
凡
夫
と
互
い
に
相
反
す
る
両
者
の
対
面
が
称
名
に
よ
っ
て
現
実
の
も
の
と
な
る
、
そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
教
理
を
善
導
は
説
い
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
教
理
は
善
導
の
思
弁
的
発
想
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
経
験
的
発
想
に
他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
三
縁
の
義
は
第
八
像
想
観
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
善
導
独
自
の
仏
身
論
に
導
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
善
導
は
法
界
身
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
を
衆
生
界
の
身
と
み
な
し
、
そ
の
衆
生
界
に
仏
心
が
一
四
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
遍
満
し
、
ま
た
仏
身
も
遍
満
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
障
礙
な
し
と
い
う
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
あ
り
よ
う
を
心
遍
、
身
遍
、
無
障
礙
の
三
つ
の
点
で
概
念
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
浄
影
寺
の
慧
遠
を
代
表
と
す
る
論
師
の
解
釈
と
異
に
し
て
お
り
、
他
な
ら
ぬ
善
導
の
念
仏
の
実
践
に
も
と
づ
い
た
概
念
規
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
実
践
に
基
づ
い
た
仏
身
論
は
、
第
九
真
身
観
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
三
縁
で
あ
る
。
心
遍
が
親
縁
に
、
身
遍
が
近
縁
に
、
無
障
礙
が
増
上
縁
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
、
こ
こ
に
仏
身
論
に
基
づ
く
仏
凡
の
呼
応
関
係
が
具
体
的
な
形
と
な
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
善
導
の
念
仏
の
実
践
に
基
づ
く
体
験
至
上
主
義
が
独
自
の
仏
身
論
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら
具
体
的
な
仏
凡
の
関
係
と
し
て
の
三
縁
へ
と
そ
の
思
想
体
系
を
構
築
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
善
導
は
自
己
の
宗
教
体
験
か
ら
阿
弥
陀
仏
と
の
間
に
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
三
縁
と
い
う
教
理
と
し
て
、
文
字
の
上
に
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
実
践
を
と
お
し
て
阿
弥
陀
仏
と
自
己
に
親
密
な
つ
な
が
り
を
直
感
し
て
い
た
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
善
導
は
親
縁
で
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（『
浄
全
』
二
・
四
九
上
）
衆
生
行
を
起
こ
す
に
、
口
に
常
に
仏
を
称
う
れ
ば
、
仏
は
即
ち
之
を
聞
き
た
ま
う
。
身
に
常
に
仏
を
礼
敬
す
れ
ば
、
仏
は
即
ち
之
を
見
た
ま
う
。
心
に
常
に
仏
を
念
ず
れ
ば
、
仏
は
即
ち
之
を
知
り
た
ま
う
。
衆
生
仏
を
憶
念
す
れ
ば
、
仏
は
亦
た
衆
生
を
憶
念
し
た
ま
う
。
彼
此
の
三
業
、
あ
い
捨
離
せ
ず
。
仏
と
の
親
密
さ
を
衆
生
の
身
口
意
の
三
業
に
お
い
て
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
法
事
讃
』
に
も
見
ら
れ
る
（『
浄
全
』
四
・
八
下
）。
弘
誓
多
門
に
し
て
四
十
八
な
り
偏
に
念
仏
を
標
し
て
最
も
親
と
為
す
人
よ
く
仏
を
念
ず
れ
ば
仏
も
還
た
念
じ
た
ま
う
専
心
に
仏
を
想
え
ば
仏
も
人
を
知
り
た
ま
う
た
ん
に
心
を
代
表
す
る
精
神
的
な
親
密
さ
を
直
感
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
称
名
の
実
践
に
も
と
づ
い
て
、
仏
と
の
全
人
格
的
（
三
業
）
な
親
密
さ
を
体
験
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。「
彼
此
の
三
業
、
あ
い
捨
離
せ
ず
」
と
は
善
導
の
確
信
に
み
ち
た
力
強
い
こ
と
ば
で
あ
り
、
宗
教
的
表
現
の
極
致
に
他
な
ら
な
い
。
体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
境
地
か
ら
先
の
用
例
を
眺
め
る
と
き
、
そ
う
し
た
体
験
と
い
う
も
の
が
文
字
と
な
っ
て
吐
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
「
本
国
」「
本
家
」「
自
家
国
」
や
、「
還
」「
帰
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
は
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
に
対
す
る
親
し
み
の
顕
現
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
浄
土
」
や
「
往
生
」
と
い
え
ば
、
一
般
的
で
あ
り
形
式
的
な
域
を
出
な
い
。
し
か
し
「
本
国
」
や
「
還
帰
」
は
個
別
的
で
あ
り
経
験
的
で
あ
る
。「
還
本
国
」
な
ど
の
こ
と
ば
に
出
あ
う
と
き
、
こ
の
意
味
を
往
生
浄
土
で
あ
る
と
通
り
い
っ
ぺ
ん
に
か
た
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
還
帰
と
表
現
す
る
背
景
に
は
、
人
間
善
導
が
全
身
全
霊
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
対
面
し
て
い
る
姿
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
必
ず
し
も
浄
土
を
浄
土
と
い
わ
ず
、
往
生
を
往
生
と
い
わ
ず
、
と
き
に
は
体
験
的
な
表
現
で
あ
る
「
本
国
」
や
「
還
帰
」
を
も
ま
じ
え
る
。
確
か
に
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
深
心
釈
に
見
ら
れ
る
善
導
自
ら
の
人
間
観
と
は
相
反
し
、
そ
の
た
め
「
は
じ
め
て
の
往
生
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
還
帰
」
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
論
理
的
整
合
性
に
欠
い
て
い
る
が
、
常
に
論
理
や
思
弁
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
既
に
そ
れ
は
宗
教
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
真
の
宗
教
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
宗
教
に
は
体
験
と
い
う
側
面
が
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
先
徳
た
ち
は
自
己
の
教
理
に
熱
い
血
を
か
よ
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
安
と
緊
張
が
と
も
な
う
一
五
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
「
魔
郷
」
へ
「
往
」
く
よ
り
も
、
癒
し
と
救
い
の
あ
る
「
本
国
」
に
「
帰
」
る
ほ
う
が
安
堵
感
を
持
た
せ
、
礼
讃
を
唱
和
す
る
民
衆
の
心
を
捉
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
宗
教
歌
と
し
て
の
礼
讃
に
お
い
て
還
帰
と
い
う
文
学
表
現
（
詩
語
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
本
稿
を
整
理
す
る
。
ま
ず
善
導
は
そ
の
著
作
中
に
し
ば
し
ば
還
帰
往
生
と
説
い
て
い
る
。
字
義
通
り
に
理
解
す
れ
ば
、
浄
土
に
帰
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
善
導
の
人
間
観
か
ら
眺
め
る
と
、
罪
業
に
よ
っ
て
過
去
か
ら
永
遠
に
生
死
を
く
り
返
し
て
き
た
凡
夫
が
、
は
じ
め
て
弥
陀
の
本
願
に
ふ
れ
、
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
の
往
生
が
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
帰
」
と
「
往
」
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
聖
光
や
良
忠
は
約
能
化
と
約
所
化
の
義
を
も
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
還
帰
」
に
関
し
て
は
、
す
で
に
中
国
の
詩
歌
に
お
け
る
用
例
が
あ
っ
た
。
善
導
の
十
一
の
用
例
も
、
一
例
を
除
い
て
は
讃
と
い
う
宗
教
歌
の
中
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
ま
た
典
故
と
平
仄
や
押
韻
な
ど
詩
の
格
律
を
備
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
中
華
の
詩
歌
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
字
義
通
り
に
受
け
と
る
よ
り
も
、
文
学
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
最
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
善
導
の
各
礼
讃
は
、
宗
教
的
・
個
人
体
験
的
な
陳
述
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
格
律
か
ら
し
て
「
詩
」
と
評
価
で
き
る
。
即
ち
文
学
作
品
で
も
あ
る
。
文
学
は
虚
構
の
面
を
有
し
、
真
実
・
事
実
そ
の
ま
ま
を
表
達
せ
ず
、
誇
張
と
空
想
が
許
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。
善
導
の
を
空
想
と
は
言
わ
な
い
が
、
散
文
部
分
の
陳
述
に
比
す
れ
ば
、
そ
こ
に
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
文
化
人
、
知
識
人
と
し
て
の
証
し
で
も
あ
る
の
だ
。
文
字
通
り
に
受
け
取
れ
ば
、「
還
帰
」
で
は
理
屈
が
と
お
ら
な
い
が
、
善
導
は
娑
婆
を
「
他
郷
」
や
「
魔
郷
」
と
し
て
厭
離
し
て
お
き
、
極
楽
を
「
本
国
」「
本
家
」
「
自
家
国
」
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
表
記
し
た
か
ら
に
は
、「
往ゆ
」
く
よ
り
も
「
還か
帰え
」
る
ほ
う
が
こ
と
ば
と
し
て
相
応
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
楽
と
阿
弥
陀
仏
へ
の
親
し
み
の
感
情
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
大
衆
が
一
堂
に
会
し
て
讃
を
唱
和
す
る
際
に
、
厭
穢
欣
浄
の
情
意
を
高
め
る
た
め
に
、
善
導
が
用
い
た
効
果
的
な
修
辞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
善
導
が
教
理
に
束
縛
さ
れ
ず
、
お
お
ら
か
に
作
詩
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
浄
土
や
往
生
と
い
っ
た
一
般
語
を
用
い
ず
、
あ
え
て
詩
的
で
や
わ
ら
か
く
味
わ
い
の
あ
る
詩
語
を
採
っ
た
。
そ
れ
は
他
で
も
な
く
所
化
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
隋
か
ら
唐
に
か
け
て
特
に
こ
う
し
た
讃
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り21
）
、
こ
の
流
れ
に
乗
じ
て
能
化
と
し
て
の
善
導
も
礼
讃
儀
礼
を
民
衆
教
化
に
役
立
て
た
。
そ
の
際
に
、
一
般
語
の
「
往
」
を
、
詩
語
の
「
還
」
や
「
帰
」
に
置
き
か
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
付
記注
記
６
）に
示
し
た
よ
う
に
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
還
浄
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
の
使
用
例
を
め
ぐ
っ
て
の
宗
門
と
宗
侶
と
の
真
摯
な
対
論
で
あ
り
、
一
六
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
そ
の
議
論
そ
の
も
の
は
と
て
も
有
益
な
こ
と
で
あ
る
。
善
導
や
親
鸞
の
用
例
に
拠
る
な
ら
ば
、「
還
浄
」
の
使
用
は
な
ん
ら
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
生
死
を
く
り
返
し
て
き
た
凡
夫
に
と
っ
て
、
浄
土
は
は
じ
め
て
往
く
場
で
あ
り
、
決
し
て
帰
る
場
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
法
然
に
つ
い
て
は
そ
の
著
書
や
法
語
類
に
お
い
て
何
ら
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
そ
の
是
非
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
法
然
の
関
心
事
と
は
、
浄
土
に
「
往
」
く
で
も
、
ま
た
浄
土
に
「
帰
」
る
で
も
な
く
、
念
仏
に
よ
っ
て
浄
土
に
「
生
」
ま
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る22
）
。
〔
注
〕
1
）す
で
に
拙
文
「
善
導
の
還
帰
往
生
考
」（『
印
仏
研
』
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
四
年
）、
お
よ
び
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
二
つ
の
問
題
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
『
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』
二
〇
〇
二
年
）
を
発
表
し
て
、
善
導
に
よ
る
「
還
帰
」
の
表
現
に
関
し
て
考
察
し
た
が
、
今
回
は
中
華
の
詩
文
の
用
例
も
広
く
参
照
し
て
論
及
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
２
）『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
六
二
下
）
３
）『
観
経
疏
』（『
浄
全
』
二
・
五
上
）
４
）『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
五
六
下
）
５
）前
掲
の
拙
文
〔
一
九
九
四
〕
に
お
い
て
は
十
二
例
と
し
た
が
、
こ
の
う
ち
『
観
経
疏
』
玄
義
分
「
当
称
仏
時
、
化
仏
菩
薩
、
現
在
其
前
、
金
光
華
葢
、
迎
還
彼
土
。
華
開
已
後
、
観
音
為
説
大
乗
、
此
人
聞
已
、
即
発
無
上
道
心
」（『
浄
全
』
二
・
一
二
上
）
の
用
例
は
削
除
す
べ
き
で
あ
っ
た
。「
迎
還
彼
土
」
の
主
体
は
「
化
仏
菩
薩
」
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
６
）浄
土
真
宗
で
還
浄
を
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
成
果
を
発
表
順
に
列
挙
す
る
。
・
東
光
爾
英
「
真
宗
に
お
け
る
「
帰：
カ
エ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
宗
学
院
論
集
』
六
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
・
齊
藤
隆
信
「
善
導
の
還
帰
往
生
考
」（『
印
仏
研
』
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
四
年
）
・
深
川
宣
暢
「
お
浄
土
に
か
え
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」（『
季
刊
せ
い
て
ん
』
四
四
号
、
一
九
九
八
年
）
・
沖
和
史
「
ふ
た
た
び
浄
土
に
か
え
る
（
還
浄
）
に
つ
い
て
」（『
季
刊
せ
い
て
ん
』
四
七
号
、
一
九
九
九
年
）」
・
沖
和
史
「
還
浄
の
論
議
に
お
け
る
解
釈
技
法
の
問
題
」（『
日
本
仏
教
学
研
究
』
六
六
、
二
〇
〇
一
年
）
・
沖
和
史
「「
浄
土
に
か
え
る
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（『
教
学
研
究
所
紀
要
』
九
、
二
〇
〇
一
年
）
・
安
藤
光
慈
「
還
浄
に
関
す
る
教
学
的
整
理
」（『
教
学
研
究
所
紀
要
』
九
、
二
〇
〇
一
年
）
・
沖
和
史
「
還
浄
運
動
を
ど
う
評
価
す
る
か
｜
反
差
別
運
動
に
お
け
る
現
場
と
教
学
の
往
復
運
動
覚
書
｜
」（『
同
和
教
育
論
究
』
二
三
、
二
〇
〇
二
年
）
・
沖
和
史
「「
浄
土
に
か
え
る
と
い
う
表
現
は
「
宗
義
に
な
き
お
も
し
ろ
き
名
目
」
か
（
１
）」（『
密
教
学
』
三
八
、
二
〇
〇
三
年
）
・
沖
和
史
「「
浄
土
に
か
え
る
と
い
う
表
現
は
「
宗
義
に
な
き
お
も
し
ろ
き
名
目
」
か
（
２
）」（『
密
教
学
』
三
九
、
二
〇
〇
四
年
）
・
山
田
明
宏
「
還
浄
説
の
考
察
」（『
宗
学
院
論
集
』
七
五
、
二
〇
〇
四
年
）
・
内
藤
知
康
『
往
生
と
還
浄
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
・
沖
和
史
「「
還
浄
」
の
出
典
解
釈
に
関
す
る
批
判
的
考
察
」（『
マ
ン
ダ
ラ
の
諸
相
と
文
化
』、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
）。
・
沖
和
史
「
還
浄
の
語
義
｜
念
仏
者
が
「
浄
土
に
か
え
る
」
と
い
う
こ
と
｜
」
（『
印
仏
研
』
五
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
７
）「
欄
巡
」
の
「
巡
」（
平
声
諄
韻
）
に
つ
い
て
は
、『
集
諸
経
礼
懺
儀
』・『
広
本
法
事
讃
』・
守
屋
旧
蔵
本
・
斯
二
六
五
九
・
伯
二
七
二
二
・
北
八
三
五
〇
・
七
寺
蔵
『
阿
弥
陀
浄
土
礼
仏
文
』
は
、
と
も
に
「
遮
」
に
作
る
。
こ
こ
は
「
遮
」（
平
声
麻
韻
）
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
拙
文
「
礼
讃
文
の
韻
律
｜
詩
の
評
価
と
テ
ク
ス
ト
校
訂
｜
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
８
）善
導
大
師
の
凡
夫
観
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
弘
次
『
法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』、『
善
一
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
導
大
師
の
思
想
と
そ
の
影
響
』
所
収
宮
林
昭
彦
「
善
導
大
師
の
人
間
観
」
な
ど
に
詳
し
い
。
９
）『
観
経
疏
』（『
浄
全
』
二
・
三
四
下
）
10
）『
経
疏
』（『
浄
全
』
二
・
五
五
下
）
11
）『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
六
〇
下
）
の
中
夜
は
、
良
忠
の
『
往
生
礼
讃
私
記
』（『
浄
全
』
四
・
三
九
四
下
）
に
よ
る
と
「
中
夜
者
出
智
度
論
彼
第
十
七
禅
波
羅
蜜
品
第
二
八
云
」
と
あ
り
、
既
に
そ
の
典
拠
を
『
大
智
度
論
』（『
大
正
蔵
経
』
二
五
・
一
八
四
中
）
に
求
め
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
『
往
生
礼
讃
』
汝
起
勿
抱
臭
身
臥
汝
等
勿
抱
臭
屍
臥
種
種
不
浄
仮
名
人
種
種
不
浄
仮
名
人
如
得
重
病
箭
入
体
如
得
重
病
箭
入
体
諸
苦
痛
集
安
可
眠
衆
苦
痛
集
安
可
眠
善
導
は
「
臭
身
」
を
「
臭
屍
」
に
書
き
か
え
て
い
る
。
典
拠
が
『
大
智
度
論
』
に
あ
ろ
う
と
、
ひ
と
た
び
受
容
さ
れ
消
化
さ
れ
れ
ば
既
に
善
導
の
人
間
観
と
し
て
も
何
の
さ
し
つ
か
え
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
12
）『
法
事
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
〇
下
）、『
観
経
疏
』（『
浄
全
』
二
・
五
一
下
）、
『
法
事
讃
』（『
浄
全
』
四
・
一
八
上
）。
こ
こ
で
は
弥
陀
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
十
方
仏
国
へ
と
飛
騰
し
供
養
し
て
再
び
弥
陀
浄
土
へ
と
帰
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
13
）「
弥
陀
本
国
」「
本
国
能
人
」「
本
国
他
方
」「
還
入
生
死
」「
勧
帰
浄
土
」「
西
帰
」
「
帰
浄
土
」
以
上
『
観
経
疏
』（
順
に
『
浄
全
』
二
・
二
八
上
、
四
一
下
、
六
二
下
、
六
四
上
、
六
上
、
七
二
下
、
七
二
下
）。「
帰
本
国
」「
於
本
国
」「
還
到
安
養
国
」
以
上
『
往
生
礼
讃
』（
順
に
『
浄
全
』
四
－
三
七
二
下
・
三
七
六
上
・
三
六
二
上
）。「
須
欲
帰
還
即
帰
還
」「
一
念
帰
還
得
千
証
」
以
上
『
般
舟
讃
』（
順
に
『
浄
全
』
四
・
五
三
八
上
、
五
四
三
上
）。「
還
来
穢
国
」「
帰
西
方
安
養
国
」「
帰
西
路
」
以
上
『
法
事
讃
』（
順
に
『
浄
全
』
四
・
一
六
上
、
九
上
、
二
九
上
）。
14
）『
観
経
疏
』（『
浄
全
』
二
・
六
〇
下
、
他
に
六
四
上
）
15
）『
法
事
讃
』（『
浄
全
』
四
・
一
六
上
、
他
に
二
五
上
）
16
）か
つ
て
吉
岡
義
豊
は
「
帰
去
来
の
辞
」（『
中
国
文
学
報
』
六
、
一
九
五
七
年
）
に
お
い
て
、
仏
教
文
献
に
あ
る
「
帰
命
・
帰
依
・
南
無
」
と
関
連
づ
け
、「
奉
事
去
来
現
在
仏
」
は
「
帰
去
来
」
に
同
じ
も
の
と
み
な
し
、
ま
た
善
導
の
作
品
中
に
「
帰
去
来
」
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
み
な
甚
だ
し
い
誤
解
で
あ
る
。
善
導
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
浄
土
教
家
た
ち
が
「
帰
去
来
」
と
述
べ
た
の
は
、
け
っ
し
て
「
帰
命
・
帰
依
・
南
無
」
の
意
味
で
用
い
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
往
生
」
の
意
味
で
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
奉
事
去
来
現
在
仏
」
は
過
去
・
未
来
・
現
在
の
仏
に
奉
事
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
仏
典
に
は
い
く
ら
で
も
そ
う
し
た
類
例
は
あ
る
。
そ
し
て
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
は
「
帰
去
来
」
を
二
例
ほ
ど
検
出
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吉
岡
の
仏
典
に
お
け
る
「
帰
去
来
」
の
論
点
は
み
な
誤
り
で
あ
る
。
17
）他
の
二
首
は
以
下
の
と
お
り
。
項
楚
本
三
四
二
頁
「
之
子
何
惶
惶
」
之
子
何
惶
惶
卜
居
須
自
審
南
方
瘴
癘
多
北
地
風
霜
甚
荒
陬
不
可
居
毒
川
難
可
魂
帰
去
来
食
我
家
園
項
楚
本
七
四
八
頁
「
世
間
一
等
流
」
世
間
一
等
流
誠
堪
与
人
笑
出
家
弊
己
身
誑
俗
将
為
道
雖
著
離
塵
衣
衣
中
多
養
蚤
不
如
帰
去
来
識
取
心
王
好
18
）『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
白
居
易
の
作
品
か
ら
「
帰
去
来
」
を
含
む
作
品
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
古
風
」（『
全
唐
詩
』
一
六
一
巻
）、「
行
路
難
」
第
二
首
（
同
一
六
二
巻
）、「
江
詞
」
第
六
首
（
同
一
六
六
巻
）、「
贈
崔
郎
中
宗
之
」（
同
一
六
九
巻
）、「
贈
王
漢
陽
」（
同
一
七
〇
巻
）、「
陽
別
元
丹
丘
之
淮
陽
」（
同
一
七
四
巻
）、「
春
陪
商
州
裴
使
君
遊
石
溪
」（
同
一
七
九
巻
）、「
紀
南
陵
題
五
松
山
」（
同
一
八
一
巻
）、「
対
酒
酔
題
屈
突
明
府
廟
」（
同
一
八
二
巻
）、
「
尋
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」（
同
一
八
三
巻
）、「
寄
遠
」
第
十
一
首
（
同
一
八
四
巻
）
19
）拙
文
「
礼
讃
文
の
韻
律
｜
詩
の
評
価
と
テ
ク
ス
ト
校
訂
｜
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
中
国
浄
土
教
礼
讃
に
お
け
る
詩
律
｜
世
親
『
往
生
論
』
か
ら
善
導
『
般
舟
讃
』
ま
で
｜
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
五
〇
、
二
〇
〇
六
年
）、「
善
導
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
讃
の
韻
律
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
20
）「『
無
量
寿
経
の
漢
呉
魏
三
訳
に
見
え
る
「
自
然
」
の
語
に
つ
い
て
』」（
坪
井
俊
映
博
士
頌
寿
記
念
『
仏
教
文
化
論
巧
』
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
後
に
『
老
荘
と
仏
一
八
善
導
の
還
帰
往
生
と
い
う
修
辞
法
（
齊
藤
隆
信
）
教
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
）
に
所
収
。
21
）『
摩
訶
衍
』
九
所
収
岸
信
宏
「
往
生
礼
讃
を
通
し
て
観
た
る
善
導
大
師
」
や
、
法
照
の
広
本
『
五
会
念
仏
法
事
』
に
は
彦
、
慈
愍
慧
日
、
浄
、
神
英
、
霊
振
、
惟
休
の
を
収
載
し
て
い
る
。
22
）法
然
は
、
そ
の
臨
終
に
お
い
て
「
わ
れ
も
と
極
楽
に
あ
り
し
身
な
れ
ば
、
さ
だ
め
て
か
へ
り
ゆ
く
べ
し
」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
三
七
（『
法
然
上
人
伝
全
集
』
二
四
二
）
の
記
事
で
あ
り
、
自
身
の
著
作
や
法
語
の
記
載
で
は
な
い
。
ほ
か
に
も
『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
巻
下
（『
法
然
上
人
伝
全
集
』
五
二
二
上
、『
昭
法
全
』
四
七
九
）
や
、『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』（『
法
然
上
人
伝
全
集
』
六
三
八
上
）
に
、「
う
れ
し
き
か
な
わ
が
心
、
無
為
の
み
や
こ
に
か
へ
り
ゆ
き
て
、
四
生
の
あ
る
じ
と
あ
お
が
れ
む
事
」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
み
ず
か
ら
の
主
体
的
な
宗
教
観
（
宗
教
体
験
）
か
ら
の
発
露
で
あ
っ
て
、
我
わ
れ
凡
夫
が
「
浄
土
に
帰
る
」
こ
と
や
、
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
表
現
は
、
そ
の
著
作
中
に
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
前
述
し
た
ご
と
く
、
二
祖
聖
光
と
三
祖
良
忠
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
善
導
に
よ
る
「
浄
土
に
帰
る
」
を
解
説
し
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
。
思
う
に
、
法
然
は
念
仏
の
相
続
に
こ
そ
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
果
的
に
浄
土
に
「
生
」
ま
れ
た
ら
良
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
道
程
的
な
表
現
と
し
て
の
「
往
」
く
に
も
「
帰
」
る
に
も
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
浄
土
に
帰
る
」
の
是
非
に
拘
泥
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
我
わ
れ
も
是
か
非
の
一
方
を
採
る
の
で
は
な
く
、
宗
祖
の
姿
勢
を
継
い
で
、「
浄
土
に
帰
る
と
い
う
表
現
の
是
非
に
拘
泥
し
な
い
」
と
い
う
立
場
こ
そ
を
宗
義
と
す
べ
き
で
あ
る
。
拘
泥
し
な
い
（
是
で
も
よ
し
、
非
で
も
よ
し
）
と
い
う
こ
と
が
宗
義
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で
展
開
さ
れ
る
宗
学
に
お
い
て
も
、
是
と
す
る
立
場
と
非
と
す
る
立
場
の
ど
ち
ら
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
時
・
所
・
諸
縁
に
よ
っ
て
宗
義
を
い
か
に
表
現
す
る
か
を
議
論
す
る
こ
と
が
宗
学
の
役
割
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
浄
土
に
帰
る
」
と
い
う
表
現
に
関
す
る
浄
土
宗
に
お
け
る
立
場
で
あ
ろ
う
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
・「
浄
土
に
帰
る
」
と
い
う
表
現
の
根
拠
は
善
導
の
書
物
の
中
に
あ
る
。
・
伝
記
資
料
の
中
に
か
ぎ
っ
て
法
然
は
「
帰
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
・
著
作
や
法
語
類
で
は
「
往
く
」
を
用
い
、「
帰
る
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
・
二
祖
と
三
祖
は
善
導
の
「
帰
る
」
を
解
説
す
る
だ
け
で
、
そ
の
是
非
を
論
じ
て
い
な
い
。
・
使
用
の
是
非
に
拘
泥
し
な
い
法
然
の
姿
勢
を
も
っ
て
宗
義
と
す
べ
き
で
あ
る
。
・
し
た
が
っ
て
、
宗
義
を
根
拠
と
す
る
宗
学
で
は
是
と
非
の
双
方
を
認
め
て
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
・
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
を
「
不
可
」
と
す
る
こ
と
は
少
々
厳
し
い
よ
う
で
あ
る
。
・
か
と
い
っ
て
、
紛
ら
わ
し
い
表
現
を
す
す
ん
で
使
用
す
る
必
要
も
な
い
。
・
も
し
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
誤
解
と
混
乱
を
ま
ね
か
な
い
よ
う
、
し
か
る
べ
き
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
・
し
か
る
べ
き
説
明
と
は
本
稿
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
煩
瑣
な
説
明
を
要
す
る
く
ら
い
な
ら
、
は
じ
め
か
ら
「
浄
土
に
往
く
」
を
用
い
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
（
さ
い
と
う
た
か
の
ぶ
仏
教
学
科
）
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
二
日
受
理
一
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
